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Psignature　ddもctの定義

　娩次元C°°多様体～t4に対しガ2ぺM，∂M；R）上の線形対称二次形式6Mをカップ積

H2★（M，∂M；R）×1f2x（M；R）→∬4大（M，∂M；R）の後（M，∂M）の基本類で値をとったも

のと定める。bMを172★（M，∂M）／Ker｛H2A（．M，∂M）→〃2KM）］上の二次形式と考えると

非退化である。

定義1sgn（M，∂・M）（＝sgn（M））1＝bMの符号数

もしMに境界∂Mがなければ、Hirzebruchの指数定理により等式

s騨（M）二在（ρ茎，．．．轟）｛克4］，

が成り立つ。ここに、ρ2∈酔輌（M；Z）はPontrijagin類で、みはHITzebruchのL多項式

である。

定義2（Hirzebruch［4Dもし境界が空でなく接束の境界への制限TMI∂Mが自明ならば、
Poη励αg仇類ρ」∈H4」（ルf，∂ルf；Z）が存在するから抑n鋤惚dε∫eclを

δ（1レf，∂2しf）：＝」L★（ρ1，．．．，ρた）［ハf，∂・Ml－sgn（ノしf，∂M）

で定める。

　次に、Mが複素多様体の場合を考える。丑次元複素多様体XのP。nt∫ijag▲n類防∈
κ4ン（X；Z）はChem類を使って表せるから、み｛ρ、，＿み）＝L夫（ε1，．．．，c2のを満たす多項

式輪が存在する。もし境界∂xが空でなく、Chern類c5∈∫f2ゾ（x；z）の∬2」（∂x；Q）で

の像が消えれば原像ε元c酩ゴ（X，∂X；Q）がある。
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定義3（Hirzebruch［4D上の状況の下で8ignα》μrぱe∫eclを

　　　　　　　　　ψ（X，∂X）：ニLた（εハ，＿，ε2た）P四X仁sgn（X，∂X）

で定める。ここでε頭X，∂X｝はXのオイラー数ε（X）で置き換える。

2　アーベル多様体の退化

　丑次元非特異多様体Xから単位閉円板△：＝｛硬C潅1≦1｝への固有全射∫：X→△
でXo：＝戸（のの外ではsm・・thかつ一般ファイバー面：＝ヂ1（り（2≠◎）がアーベル多

様体と同型であるものを考える。この境界∂X＝戸（∂△）は定義2または定義3の条件を

満たす。我々は不変量δ（X，∂X）やψ（X，∂X）を求めたい。我々は∫がsectionを持っと

仮定する。∂xはS1上の（S1）4丘一2束であり、その構造は凪（x1；Z）へ作用するモノドロ

ミー猶により定まる．H◎dge構造の退化の理論から

　　　　　　　　　　　　　　　（r∫－Id）π↓＝0，　　m＝2

がわかる。我々は典型的な二つの場合

　　　　　　　　　1．（有限モノドロミー）　　劉＝田

　　　　　　　　　2，（巾単モノドロミー）　τ≠Id，（T－Id）2＝0

を扱う。

3　巾単モノドロミーの場合

　この場合、∂xは定義2の仮定を満たす。従って、δ＝ψである。我々は、Atiyahと

Patodi，　Singerの境界付き多様体に対する指数定理を使う。

The◇苦em　1（At三yah一蔓》atodi－singeず｛2］）五εξXろε在』漉m題斑砲mΩ鷺痴～ぬsomε柄c　Z6

ρro∂μd∂X×［0，1）ηeα川んe　60μη吻ry∂X・7Wεη祖6んαηe

LL・（・・（Ω），…，・・（Ω））一・g・（曳∂X）一・・（・），

遁・殉輌⑭元磁・戸θη嫡・麺／情↓∂ε海・ば垣・砿ゐεcμM訂・1己臓ば

　　　　　　　　　　　　・・ぴ）・一群㎞一〉・・

坑ε8祝mmα勧η」5参磁εηo曽εr砲ε毎e抑α九e5θゾ£九ε愈5鵬θアdετ8εW4θ編Ze麗iρれc∂鞭εrεπ磁1

θP巴π戎or　80ηAεu（∂X）：＝●ρ≧◎ノ12ρ（∂X）《9e露冑ε｛ゴ6ダ8φ＝（－1）夫＋w1（＊ぼ一ば＊）φノシ）アφ∈

A2ρ（∂X）．

一 121一

2



　L：＝頁1（X1；Z）とおけば、　Lは階数2n（n＝2k－1）の自由アーベル群である。～Vl＝T－ld∈

End（L）とおくと、　A「≠0，A「2＝0である。　r：＝rank（Ker1V）とおくと、　r≧η＝2た一1で

ある。η＝1の場合、

　　　　　　　　　　　　　　Nイ1；）（ム＞o）

である。

Th¢orem　2蹴eπr＞nωeんαueδ＝0．隔eηη＝1ωeんαηeδ＝L1．隔孤r＝n＞1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
2ρε3eε抗αεδεδαπ元π撚9εア．

Theorem　3ぴ

N一ぴ）
αη（1ぴCi8¢ゐe　4iα90ηα∫π↓α£γゼ苫diag（∫b＿，丘）μ）“んノ1＞0，まんeη祖巴んαuεδ＝sgn．80．1rεrε

B。励んe／仇eαroρ6耐or・η1んεrεα／砂εclor　5ραC¢∬9εηe励η9如3y励・／8ω∬∫brα／」8μ68eZ5

1（：｛1＄2，．．．sη｝　ψ麗ん1∬｝＝ん，（1η4』300ρεrα¢e5α3

B・ω」＝Σ（－1）悟ω拘｛｛｝・

　　　バf

4　有限モノドロミーの場合

　我々は、At▲y誌と抗知di，　S逗erの定理のθ同変への一般化間を使う。

　有限群GがY上へ等長的に作用し、境界∂Y上へ自由に作用していると仮定する。こ

のとき任意の元g∈Gに対し、

・鋤一惹当票蜘輪〉＞・

が成り立つ。ここに亙λは固有値λに対応するみの固有空間である。更に、商空間∂y／G

上の8に対応する微分作用素BGのエータ級数をη（8，∂γ／G）と表せば、

　　　　　　　　　　　　　酬G㌔蔦輌

が成り立つ。

　我々の場合、n＝2仁1次元アーベル多様体、4が存在して、γ＝．4×S1であり、T㌧・Id

だから群Gニ＜g＞≡ZβZがy上自由に作用し、∂Xニγ／θである。

Theorem　4　A5s晒ε伽£9αe£s・ηAα8磁吻9・ηα～畑m

　　　　　　　　　　　　（曲　　〔　　　　幽e　　‘　　うe　　↓　　，…　うe　　ξ）．
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Tんeηωeんαカe

　　　　　　　　　　　　　・・（　・）一（・・）一・（－1）・γ・・亘…（2πiα‘）篇8inl等）・

∫ηρ｛汀『ξc％～αγ・ヌ祖εゐαuc

　　　　　　　　　　　　　　　η（◎・∂x）一（－1）糞÷12抱i昆÷亘sin（27「｛磁‘）c〈）t（三三）・
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